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 J-PARC高強度全散乱装置（NOVA）は0.01–100Å-1の広いQ領域にわたり、

静的構造因子 S(Q)を正確かつ短時間に測定することにより、液体、非晶質、

結晶等の幅広い物質を対象とした研究が可能であるため、水素貯蔵材料の

水素化・脱水素化過程における構造変化の解明に有効である。アルミニウム

水素化物AlH3は水素密度が高く（10.1wt.%、149kg/m3）、370–470K程度におい

てシンプルな反応（AlH3 → Al + 3/2H2）により脱水素化反応が進行するため

[1–5]、高密度水素貯蔵材料として期待されている。本研究では、LiAlD4 と

AlCl3 を用いた液相反応により AlD3 を合成し、NOVA で粉末中性子回折測定を

実施して詳細な構造解析を行うことにより脱水素化過程に関する情報を得る

ことを目的とした。測定された中性子回折曲線を Rietveld 解析することにより、

これまで報告されているα-AlD3 と同様の結晶構造パラメータを確認できた。

さらに、AlD3 の脱水素化反応を抑制する数 mol%の酸化物相が生成しているこ

とが示唆された[6]。 
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業「水素貯蔵材料先端基盤研究（Hydro-Star）」のもとで実施されている。 
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